
別紙１ 令和５年度 学校評価計画書 国分寺市立第三小学校 校長名 堀田　直樹

教育目標： 心豊かな三小の子に 　　　　　○やさしい子　　　　　○進んでとりくむ子　　　　　○考える子　　　　　　○元気な子

めざす学校像： ・『子供たちが明日も行きたくなる学校』をつくるために

めざす児童： ・互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識をもつ児童　　・社会に対して主体的に関わり合い、社会に貢献することのできる個性と創造性豊かな児童

めざす教師像： ・指導力に優れた教師　　・児童、保護者、地域から信頼される教師　　・組織的な学校運営に進んで参画できる教師
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領
域

中期目標 短期目標 具体的方策

評価指標及び評価基準

努力指標評価 成果指標評価

基準 　

確
か
な
学
力
の
定
着

・カリキュラムマネジメントの確立

・授業改善の推進

・ICT環境の有効活用

・高学年教科担任制の導入

・教科横断的な学習の充実を図る。

・週ごとの指導計画の充実による教員の授業
力の向上を目指す。

・児童一人１台貸与するタブレット端末等を活
用した指導を取り入れ、指導の充実を図る。

・専門性の高い授業を実施し、知的好奇心を
高めるとともに、中学校への円滑な接続を図
る。

・週ごとの指導計画には、ねらいと学習活動を
明記するとともに、指導記録の作成による振り
返りを積み上げ、指導と評価の一体化を推進
する。

〇 〇 〇

・ＩＣＴ機器を効果的に活用し、児童の学習意
欲を向上させる。

・授業コンテンツの開発を行い、個別最適な学
び・協働的な学びを生かした授業を実施す
る。

〇 〇 〇 〇

〇

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

・人権教育の一層の充実といじめの未然防止
の徹底

・道徳教育の推進

・特別活動の充実

・「すべての人を大切にするまち宣言」に関連
する授業を実施する。
・場に応じたあいさつや適切な言葉遣いの指
導を徹底する。
・児童の個性を尊重し、自己肯定感を高める
支援を推進する。

・考え方の違いを認め、自らの考えを深める指
導を工夫する。

・体験を通して、互いに理解し合い尊重し合え
る活動を実施する。

・教職員の人権感覚の向上を図るとともに、児
童の人権意識を高め、いじめゼロを目指す。

・発達段階に応じて、特別支援教室との連携
を図った授業を行うとともに、学校だより等で
学期に１回以上特別支援教室の活動を周知
する。

〇 〇 〇

・各学級で月１回程度の学級会を実施し、コ
ミュニケーション能力と合意形成を図る力を育
成する。

・年間通じてたてわり班活動を行い、様々な人
と楽しく触れ合い、協力し合う活動を工夫す
る。

〇 〇 〇 〇

〇

健
や
か
な
体
の
育
成

・すすんで運動に取り組む意欲と体力の向上

・食育や保健指導の充実

・児童の実態や発達段階に応じた指導の充実
を図る。

・健康についての正しい理解と留意する意識
を高める指導を実施する。

・食への関心を高める。

・全学年に体育専科教員が関わり、指導内容
の系統性を考慮した授業改善に取り組む。

・体育的な活動を毎時間の授業に取り入れ、
運動への意欲と体力の向上を図る。 〇 〇 〇

・毎学期１回の保健指導と毎月１回保健だより
を発行し啓発に取り組む。

・家庭科の学習や栄養士による指導で学んだ
ことを生かし、年間１回ランチルーム給食を行
う。

〇 〇 〇 〇

〇

家
庭
・
地
域
等
と
の
連
携
の
推
進

・地域、保護者との連携及び地域の特色を生
かした教育活動

・「見える学校」「話のできる学校」による開かれ
た学校づくり

・中学校区での連携を推進する。

・地域人材の発掘、及び地域の教育資源の積
極的に活用する。

・学校だよりや学年だより、学級だより、ブログ
を通して積極的に情報を発信する。

・国分寺学や教科担任制等共通のテーマを設
定し、実践を交流する。
・地域の自然や文化・伝統に触れる環境づくり
をする。

・保護者や地域ボランティアへ積極的に教育
活動への参加を呼び掛ける。

〇 〇 〇 〇

・各学年・専科からタイムリーかつ月に２～３回
程度ブログを発信する。学級だよりまたは学級
ブログは毎月１回以上発行する。

〇 〇 〇 〇


